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一
に
つ
い
て

今
般
の
幼
児
教
育
の
無
償
化
は
、
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
子
供
及
び
零
歳
か
ら
二
歳
ま
で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
供

を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
子
供
に
つ
い
て
は
既
に
そ
の
九
割
以
上
が
幼
稚
園
、
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
を
利
用
し
て
い
る
と
と
も
に
、
零
歳
か
ら
二
歳
ま
で
の
子
供
に
つ
い
て
は
当
該
無
償
化
の
対
象
を

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
供
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
需
要
の
掘
り
起
こ
し
が
進
み
、
受
け
皿
整
備
が

追
い
つ
か
な
く
な
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
八
」
（
平
成
三
十
年
六
月
十
五

日
閣
議
決
定
。
以
下
「
骨
太
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
待
機
児
童
問
題
が
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
平
成
二
十
九
年
六
月
二
日
に
公
表
し
た
「
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
二
年
度
末
ま
で
に
約

三
十
二
万
人
分
の
保
育
の
受
皿
を
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

骨
太
方
針
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
認
可
外
の
保
育
施
設
」
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
「
待
機
児
童
問
題
に
よ
り
認
可
保
育

一



所
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
供
に
対
す
る
代
替
的
な
措
置
」
と
位
置
付
け
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
「
今
後
、
保
育
の
質
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
施
設
へ
の
移
行
促
進
策
の
強
化
を
検
討
し
、
指
導
監
督
基
準

を
満
た
さ
な
い
認
可
外
保
育
施
設
も
含
め
、
認
可
施
設
へ
の
移
行
を
加
速
化
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

保
育
所
の
設
置
者
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道

府
県
が
条
例
で
定
め
る
同
条
第
一
項
の
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
当
該
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
御
指
摘
の
「
施
設
の
面
積
基
準
や
保
育
士
の
配
置
基
準
」

を
含
む
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
骨
太

方
針
に
お
け
る
「
認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
施
設
へ
の
移
行
促
進
策
」
の
強
化
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、
御
指
摘
の
「
施

設
の
面
積
基
準
や
保
育
士
の
配
置
基
準
」
を
緩
和
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

二


